




















































































































































らん白浪も君 ため は心よせてむ （巻十八・一三四七） 」 第四首 「蓬かはらの春宮
　
いかにせむ後の世まてと契てもなをあやにくにあか





































































































時代の物語歌撰集で、撰者は藤原為家と考えられている。 『源氏物語』や『うつほ物語』などの和歌を約千四百首納め 本作品は光政が筆者した風葉和歌集の抜書で、下巻の末尾に「寛文八年正月日」 とある。光政の和歌に対す 修養の一端を表す史料。 」 とある。内題は上巻「風葉和謌集抜書」 、下巻「風葉和哥集抜書」　
総計三百四十五首。部立が記されている。
　（上巻） 「春上」三十四首、 「春下」二十五首、 「夏」二十四首、 「秋上」二十二首、 「秋下」十七首、 「冬 十三首、 「神祇」十一 、 釋教」六首、 「離別」六首、 「羈旅」十首。　（下巻） 「 （部立の表記は欠・戀一か） 」三十一首、 「戀二」二十二首、



























一」 「戀二」 「戀三」 「戀四」 「戀五」 「雑一」 「雑二」 「雑三」となる。二十巻本として世に出たのは続々群書類従本、またそれをもとに編まれた国歌大系本であり、これは神祇・釈教を分けて巻七・八 し、離別・羈旅を分けて巻九・十とし、哀傷は巻十一として、以下 順次繰り下げている。　
改めて、 光政本の部立の順序を見る。 「春上」 「春下」 「夏」 「秋上」 「秋
下」 「冬」 「神祇」 「釋教」 「離別」 「羈旅」 「 （部立の表記は欠・戀一か） 」「戀二」 「戀三」 「戀四」 「戀五」 「雑一」 「雑二」 「雑三」 「哀傷」 「賀」の順である。 改編本である続々群書類従本と比べた場合でも、 「哀傷」と「賀」が、それぞれ巻十九と巻二十 に配置されている点は特異である。　
光政本の奥書には部立についての記載がある。それは「長歌」 「物
名」 「折句」 「連歌」が所収されてい もともとの巻十九と巻二十が失われ、そこを穴埋めするために、もとの巻七、巻八をそれぞれ二巻に分け、巻九も二巻に分け 末部に配置し二十 に仕立てたということである。光政は散逸部分である巻十九・ の内容を「長歌」「物名」 「折句」 「連歌」 （つまり「雑体」 ）と考えている。推測するに、 巻十九が「雑体上」 、 二十が「雑体下」とでもなるのだろうか。一方、現行説は巻十九が「雑四」 、巻二十 」となる。雑部が一、 二 三までで終わるのであれば 上・中・下の表記 なるはずいう理由での推測であるが、的を射てい であろう。もっ 光政説も現行説から決して遠いものでもない。加えて、光政が『風葉和歌集』の原型について、その 九が「哀傷・賀」として一つの であったとするのは今まで聞くことのなかったことである。そ なと、原本は巻十が「戀一」ということ なり 数は 十 である
のに部立の数が一巻分不足し、つじつまが合わなくなる。この点は大いに矛盾するので、 この説はやはり採用し難い。一方、 奥書に「後来、若し全 の本有らば 其 舊を復すべき者なり。 」とあ 点は首肯できるものであり、自身の見た本とは違う古本を想定していところは学識を感じる。　
ただ、 この光政の奥書の記載は、 この抜書の祖本が 「現行の部立と
は異なった二十巻本」 であったことから生じたものであり、 現在の通行本による の理解ではない 逆に言えば、 光政の生 た江戸前期に二十巻改編本が存在したという意味にもなり、 改編本自体もそれなりの歴史を有し も であったことが証明できるわけである。　
写本資料が満足するほど多いとまでは言い難い『風葉和歌集』に







































































































































部立がある。 「春上」 「春下」 「夏」 「秋上」 「秋下」 「冬」 「神祇 （釋教も
含む） 」 「雑 」 「雑 （二か） 」 「雑三」 「離別」 「羈旅」 「哀傷」 の順である。　
本資料は神宮文庫所蔵の抜書本 『風葉和歌集』 と、 部立順ならびに







































































次のような朱書きが十二箇所にある。 「池大 （二番左） 」 「池主 （十三
番右） 」 「伊頼（十六番左） 」 「嘉忠（三十番左） 」 「小源（三 四 右） 」「加甚（六十三番右） 」 「三道（七十八番左） 」 「後友（八十六番左） 」 「尾
深（九十三番左） 」 「岩七（九十八番左） 」 「高文（作者目録左方） 」 「片七 （作者目録右方） 」 。 （
　
） 内はおおよその位置。うち 「池大」 「池主」
は料紙上部に、他は下部にある。これらは人名であり、姓氏の省略表記と考えられる。また、本写本の筆跡は所々変化しており、それがおおよそこの朱筆部分で分けられ ことか 、この写本は複数の書写者による寄合書きと考えられる。書写者についても具体的に追うこと 可能であろう。一方で、本写 は池田光政がすべて たとは言えないということになる。光政真筆と考えられるものと比べてみると、 本写本の ち光政筆 認め の 「外題」 「内題」 「墨付け一丁目の表から二丁目の裏まで」であり、これ 表紙に加え、本紙のうち和歌の一番目左右に相当する。よって 以降はすべて家臣による書写であり 「池田光政等筆『拾遺百番歌合』 と表記した方がよい。　
本文の系統であるが、 『拾遺百番歌合』がもともと『物語二百番










































































部立がある。 「春上」 「夏」 「秋」 「冬」 「神祇」 「雑」 「雑二」 「雑三」 「離別」
















本ということである。 「昭和十 年十 月」に「慶應義塾図書館」へ「花房子爵家」より寄贈されたことが印記からわかる。 「花房子爵家」は旧岡山藩士の家柄であるという。これは綱政真筆と見て問題はないと稿者は考える。　
光政の次の世代にまで『風葉和歌集』をめぐる営為が継承された













































を考慮すれば、それが物語文学 特に限定されたというわけでもないことがわかる。よって、光政の物語文学への興味関心が ったいどの範囲のものであったのかということを 冷静に見定めることも同時に必要 言えるだろう。　
今後は、和歌集などの他の の調査も併せて行い、光












の抜書があるが、こうした傾向は「抜書」の意味を自ずと説明することになろう。古筆学の成果を見るまでもなく、抜書という行為が特定の地位にある人物によってなされる、という考え方は通底している。問題は武家によ 抜書 意味するところであろう。本来は主に天皇によってなされ はずの抜書が、近世大名によってなされる意味は単純ではないだろうが、やはり彼らの「王者」性なるものに起因していると言 よい。けれども、一方で たちが宸筆や将軍筆を軽視するどころか特に珍重したわけであるから 既成の身分や価値大系を凌駕することは決してなかった。あくまで、この「抜書」は藩内での営為とするべきであろう。藩主とその統治が世襲化・長期化・安定化する中 、そ 権威 強まっ とは言うまでもない。　
光政の抜書の傾向は、その書写部分の長さであろう。中には『風
葉和歌集』約一千四百首超のうち、その三百四十五首を抜書しているものもある。これはだいだい四分の一の量に相当する よって中世の宸筆による抜書の枠には収まらない好事家的なあり方さえ見出せるように思う。ただし、神宮文庫抜書本と採録歌が全く同じものがあり、あ いはその採録歌を基にした可能性があるものも多いので、光政自身による採録歌の選択が具体的にどこまで ったかは、なお検討の余地がある。　











（１） 『池田光政公傳』 （池田家、一九三二）参照。（２）浅利尚民「旧岡山藩主池田家の近代における文化財管理の実態について」 『林原美術館紀要・年報』三号（二〇〇八） 、ならびに浅利尚民「 「池田光政所用品」の伝来と現状について」 『閑谷学校研究』十八号（二〇一四）参照。（３）藤井駿・水野恭一郎・谷口澄夫編『 光政日記』 （国書刊行会、一九八三）参照。（４）このうち国文学研究資料館本は知られていないようなので、書誌を記したい。　
写本。縦二六・五センチメートル、横一八・二センチメートルで

























二十巻本へ 改編と部立の異同 、関連 て考察すべき事柄であり、このことによって『風葉和歌集』 伝来の 端を垣間見ることができる。
Ⅵ




















































































者たちの物語研究︱物語目録の作成と『風葉和歌集』享受を中心に︱」 『平安文学の古注釈と受容』創刊号（武蔵野書院、二〇〇八） ） 。（５） 『増訂校本風葉和歌集』に述べられている。（６）竹本元睍・久曾神昇『定家自筆本物語二百番歌合と研究』 （未刊国文資料刊行会、一九五五）参照。（７）土井知子「 拾遺百番歌合』の伝本について」 『成城国文学』二十六号（二〇一〇）参照。（８）注（２）の浅利論文を参照されたい。（９）三田村雅子「 「抜書」は王者のふるまい」 『記憶の中の源氏物語』（新潮社、二〇〇八 、ないしは原豊二「 「抜書」の方法
　『源氏物語』
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